
開
催
中
の
企
画
展
「
中
上
良
子　
陶
磁

器
デ
ザ
イ
ナ
ー・エ
マ
イ
ユ
作
家
と
し
て
」

に
関
連
し
て
、最
後
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、

中
上
良
子
の
エ
マ
イ
ユ
作
家
と
し
て
の
側

面
で
す
。

陶
磁
器
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
評
価
を
得

た
中
上
は
、昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）
頃
、

師
で
あ
る
日
根
野
作
三
を
介
し
て
名
古
屋

の
安
藤
七
宝
店
に
デ
ザ
イ
ン
提
供
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
頃
の
安
藤
七
宝

店
は
、
リ
ボ
ン
状
の
銀
線
を
器
面
に
配
し

た
伝
統
的
な
有
線
七
宝
の
製
品
を
主
と
し

て
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
銀
線

を
用
い
ず
職
人
の
手
間
を
省
略
化
し
た
比

較
的
安
価
な
製
品
展
開
を
試
み
、
そ
の
一

つ
に
「
エ
マ
イ
ユ
」
が
あ
り
ま
し
た
。
中

上
は
、
有
線
七
宝
、
エ
マ
イ
ユ
ど
ち
ら
の

デ
ザ
イ
ン
も
手
掛
け
、
そ
の
図
案
と
そ
れ

を
も
と
に
作
ら
れ
た
製
品
が
今
も
同
社
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

釉
薬
の
配
色
に
よ
っ
て
絵
画
的
に
モ

チ
ー
フ
を
表
現
す
る
エ
マ
イ
ユ
の
色
彩
に

魅
せ
ら
れ
た
中
上
は
、
や
が
て
エ
マ
イ
ユ

の
制
作
に
着
手
し
ま
す
。
素
地
の
銅
板
に

施
さ
れ
た
エ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
細
か
な
文

様
か
ら
は
、
陶
磁
器
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

の
経
験
が
垣
間
見
え
ま
す
。
一
方
で
、
銅

版
転
写
に
は
な
い
鮮
や
か
な
色
彩
の
世
界

が
加
わ
り
、
よ
り
多
彩
な
表
現
へ
と
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
自
身
が
専
門
と
し
て
き

た
陶
磁
器
と
エ
マ
イ
ユ
を
融
合
さ
せ
た
作

品
も
考
案
す
る
な
ど
、
自
由
な
発
想
で
自

身
の
世
界
を
ひ
ら
い
て
い
き
ま
し
た
。
昭

和
46
年
（
１
９
７
１
）
に
は
下
石
町
の
自

宅
で
エ
マ
イ
ユ
教
室
を
主
宰
。
教
室
の
生

徒
と
「
エ
マ
イ
ユ
・
シ
ュ
ー
レ
」
と
い

う
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
個
展
を
毎
年

の
よ
う
に
開
催
し
ま
し
た
。
昭
和
55
年

（
１
９
８
０
）
に
は
、フ
ラ
ン
ス
の
リ
モ
ー

ジ
ュ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
七
宝
美
術
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
に
初
出
品
し
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
市

工
芸
会
賞
を
受
賞
し
ま
す
。

季
節
の
移
ろ
い
や
身
近
な
動
植
物
の
き

ら
め
き
を
取
り
込
ん
だ
中
上
良
子
の
作
品

を
、
ぜ
ひ
展
示
室
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中上良子
陶磁器デザイナー・エマイユ作家として

会期：８月13日（土）～11月13日（日）

同時開催：収蔵品展

エマイユ壁掛け
中上良子　昭和44年頃

陶器とエマイユを融合させた作品

エマイユ額
中上良子　昭和55年頃

国際七宝美術展受賞作の類似作
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美
濃
陶
磁
歴
史
館
だ
よ
り

連
　
続

コ
ラ
ム

う
ち
ん
た
ぁ
の
お
宝
、
な
ん
や
ね
？

第
22
回　

中
上
良
子
　
エ
マ
イ
ユ
作
家
と
し
て

企画展
の

ご案内

美濃陶磁歴史館
（☎ �1245）




